
ポンプとは，液体にエネルギーを与えて，圧力を上
昇させたり，液体を移送させる機械のことである．一
方，ターボとは流体のエネルギーと機械的エネルギー
とのエネルギー変換を羽根車の回転によって連続的に
行うことを意味する．よってターボポンプというと，
往復式ポンプと対比して回転する遠心羽根車を使用し
たものであり，そのロータの駆動にはモータ式やター
ビン式がある．

ロケットエンジンでは液体推進薬を昇圧するために
使用する回転機械をターボポンプといい，タービンと
ポンプから構成されるターボ機械を指す．つまり，ロ
ケットエンジンにおけるターボとはタービンを表して
おり，一般的なターボポンプとは異なる意味で用いら
れる．

ロケットは人工衛星を軌道投入する輸送機であり，
ツィオルコフスキーの式（ロケット方程式ともよばれ
る）から明らかなように，構造を軽量化していかにた
くさんの推進薬を積載できるかがもっとも重要とな
る．ターボ機械ではおおよそ回転速度の３乗で軽量化
できるため，ロケットターボポンプはきわめて高い回
転速度で運用される．そのエネルギー密度はジェット
エンジンと比較しても桁違いに高く，推重比（エンジ
ン質量に対する推力）もジェットエンジンの10倍程度
となる．

ロケットターボポンプでは，タービンに流入する流
体エネルギーをロータの回転エネルギーに変換し，さ
らにその回転エネルギーをポンプの流体エネルギーに
再び変換する．一般的なターボポンプはタービン効率
が60～70%，ポンプ効率が65～75%であり，ターボポン
プ効率は50%程度となる．2度のエネルギー変換によっ
て失うエネルギーは，熱，音，振動となって散逸する
が，エネルギー密度が高いゆえ，ロケットターボポン
プの開発において発生する軸振動トラブル事例は枚挙

にいとまがない(1)．日本の基幹ロケット開発で経験した
ラジアル軸振動では，ロータの曲げモードの危険速度
を通過するときの共振，タービンのトルクアンバラン
ス力によって生じるThomas/Alford力に起因した不安
定振動(2)，インデューサに生じるキャビテーションが誘
起する旋回失速による強制振動(3)などがある．これらの
ラジアル軸振動に対しては，ワイヤメッシュダンパの
開発(4)，逆旋回シールリングの開発(2)，キャビテーショ
ン不安定を抑制するインデューサの開発(5)などにより課
題を克服してきた．

ロケットターボポンプでは，アキシャル方向のロー
タ系振動が問題になることも少なくない．ロケット
ターボポンプではスラスト軸受を使用することはほと
んどない．アンギュラ玉軸受に与圧を与えて使用する
ことが多いが，定格回転時の軸方向推力は遠心羽根車
の背面だけでも数百kNの推力となるため，バランスピ
ストンとよばれる流体釣合わせ機構を採用している．
軸方向推力の静的な釣り合わせ(6)はロケットターボポン
プの黎明期から多くの研究がおこなわれてきたが，軸
方向推力による自励振動の研究(7),(8)が最近は活発におこ
なわれている．本稿では，ロケットターボポンプに生
じる軸方向の振動現象の概要について紹介する．

図1は日本の基幹ロケットH-IIA／H-IIBに採用されて
いる燃料用ターボポンプである．このロケットの推進
薬は液体水素と液体酸素であり，図1は液体水素ターボ
ポンプである．液体水素は化学推進ロケットとして推
進性能に優れるため燃料として広く用いられている．
沸点が20.6Kの極低温流体であり，密度は70.8kg/㎥と
酸化剤として使われる液体酸素に対して約1/16でしか
ない．また，低粘性のため流体を利用した減衰も期待
できないことから，軸振動などのトラブルが発生しや
すいという特徴を持っている．さらに，液体水素が有
する大きな蒸発潜熱や圧縮性などの熱力学的特性は，
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高速の液体水素ターボポンプを設計するときに特段の
配慮が必要となる．図1の液体水素ターボポンプの主
な機能は，水素過多の燃焼ガスによる一段式タービン
により駆動される遠心ポンプで水素を昇圧し，下流の
プリバーナやメイン燃焼器へ供給することである．
高出力タービンはプリバーナにて低混合比で燃焼され
た高温（約710Ｋ）のガスで駆動され，ロータ系に約
42,300rpmで回転する動力を与えている．ポンプ部はイ
ンデューサ付きの二段遠心ポンプであり，約37kg/sの
液体水素を約0.34MPaから約28.1MPaにまで昇圧してい
る．ロータ系は，一段／二段インペラおよびタービン
ディスクとシャフトが一体構造のディスクシャフトに
より構成されている．回転中に発生する軸方向推力の
バランスは，二段インペラの背面シュラウドをバラン
スディスクとして利用し，背面とケーシング間に設け
た二つのオリフィス機構および背面シュラウドに設け
たバランスホールによって圧力が自動調整されるバラ
ンスピストン方式を採用している．バランスピストン
機構を図2に示す．準静的には安定な機構であるが，水
素の圧縮性などにより条件によっては動的に不安定に
なることがある．この機構によって軸受に負荷される
軸方向の荷重は基本的にプリロードのみとなるように
設計されている． 

① Inducer, ② First impeller，③ Second impeller, 
④ Turbine，⑤⑥ Bearing，⑦ Shaft seal system

図１ LE-7A 液体水素ターボポンプ

図2　バランスピストン機構

モデルを単純化するため，オリフィス圧損係数は一
定などの仮定をおくと，xをロータ変位，ζをオリフィ
ス圧損係数，Aをバランスピストン面積として流量Gと
圧力Pの関係は以下となる．

　

上下流のオリフィスを通過する流量を考慮すると

の関係式が導かれる．上記の左辺第一項を

と線形近似し，第二項も同様に考えれば以下の式が求
まる．

速度比例項である右辺第一項は等価粘性減衰力を，
変位比例項である右辺第二項はばね力を表している．
等価減衰項の係数-A/Qpは静的な作動条件で決定され
る定数であり，減衰係数は変位の周波数によらず一定
である．

圧縮性を考慮すると以下の式となる．

ここで， は初期のバランスピストン室容積，Kf
は体積弾性率である．非圧縮の場合と同様に式を整理

3．バランスピストン1次元モデルによる理論解析

3.2　流体の圧縮性を考慮したモデル

3.1　流体を非圧縮としたモデル
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し，線形化すると以下の式が得られる．

変位に対して圧力応答が位相θだけずれるとする
と，圧力応答の大きさ と位相差θは， を変位の振
幅，ωを周波数として以下のように表される．

なお， であり，

より，位相差は非圧縮で導出した位相差に，圧縮性の
効果（ ）を考慮したものになっていることがわか
る．図3にKfを変化させたときの位相の変化を示す．

は圧縮性の影響をうけないためKfの値によらない
が，変位周波数が大きくなるにつれて-90°に漸近する．

はKfの値が2000MPaではほぼゼロだが，Kfが小さく
なるにつれて大きくなっており，変位の周波数の増加
にともない大きくなる．その結果としてθは，Kfが小
さくなるとともに減少する傾向を示す．減衰は変位に
対して圧力応答の位相がずれることにより発生し，圧
縮性の影響により減衰は小さくなる．

図3　位相差に与える体積弾性率の影響

バランスピストン機構は，図2のように準静的には
軸方向推力を自律調整させて安定化させる機能を有す
るが，液体水素のように圧縮性を有する流体の場合は
変位と圧力応答の位相差が変化し，不安定化（軸方向
の自励振動）にいたる場合がある．そのメカニズム
は，圧力応答の遅れが非圧縮による項と圧縮性に由来
する項の足し合わせになっていることによるものであ
る．体積弾性率が変位と圧力応答との位相差，つまり
減衰に影響を及ぼすことを理解して設計することが大
切である．

ロケットターボポンプの設計では，バランスピスト
ン室の容積を小さくすること，インペラ出口からバラ

ンスピストン室に流入する流体温度を低く保つこと，
バランスディスクの円板摩擦損失を低減することなど
の配慮がおこなわれている．

バランスピストン機構の設計においては，軸方向推力
のような静的なつり合わせ機能と軸方向振動における動
的な減衰機能を両立させる点がむずかしい(9)．近年は最
適設計技術を駆使して，多目的最適化による研究も精力
的に行われており，今後の研究進展に期待する．
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　今年度第 97 期の機械力学・計測
制御部門長を仰せつかりました神谷
です．副部門長の中野公彦先生（東
京大学），部門幹事の高木賢太郎先
生（名古屋大学）ならびに部門運営
委員の皆様，また機械学会で今年度
から本部門をご担当いただく上野晃
太氏のご協力をいただきながら，部

門の運営に努力いたします．どうぞよろしくお願いいた
します．
　昨年度部門長の雉本信哉先生（九州大学）および一昨
年度部門長の田川泰敬先生（東京農工大学）の部門長就
任挨拶中にありましたように，ここ数年，学会本部にお
いて「部門のあり方検討委員会」，「新部門制検討委員
会」が設置され，部門制の改編に関する議論が重ねられ
てまいりました．現時点では，今後しばらくは現在の
部門を継続することとなりましたが，そもそもの発端は
部門制ができて 30 年が経ち，時代に対応したあるいは
今後も対応できる組織へと脱皮しようという取り組みで
あったと私は考えています．本部門は部門制の導入とと
もに設立されておりますので，設立以来 30 年を越えて
おり，全部門の中で最も長く続いている，規模の大きい
部門の一つです．この 30 数年の間に，30 周年記念部門
史（https://www.jsme.or.jp/dmc/Division/bumonshi.
html）あるいは過去のニュースレターにあるように，
これまでの部門長をはじめ関係の方々の大変なご努力に
よって次の時代を見据えた活動が行われ，本部門は発展
してまいりました．これはまさに学会本部で行われてい
る部門制の検討が，機械力学・計測制御部門においては
自発的かつ継続して行われてきた賜物であり証拠でもあ
ると考えています．このような部門の長を仰せつかった
身として，その責任の重さを強く感じております．日本
機械学会における部門制は上述のように現状維持とはな
りましたが，分野を横断して新しい学際的な領域技術を
創成すると方針が日本機械学会から示されており，本部
門でもこの方針に沿った形で他部門あるいは場合によっ
ては他学協会との連携を深めながら，なおかつ部門のア
イデンティティもしっかり維持するという活動が必要と
なってきております．他方で，雉本前部門長の挨拶中に
もありましたように，部門運営活動については，現状で
もその任務あるいは業務は多岐にわたっており，多くの
時間を割く必要があるものもあります．現在はこのよう
な任務を部門運営委員の皆様や各行事の実行委員会の
皆様などの善意やボランティア精神に負っており，これ
以上の業務の増加は避けるべきではないかと感じていま
す．浅学非才ゆえ，任務，業務の増加を抑えながら学会
の方針に合致した方向での部門の発展につながる良い方
策は現時点では思い浮かびませんが，これについて皆様
のお力添えをいただきながら，検討をしていきたいと考
えています．
　部門登録者個人として部門活動を見た場合，最も重要

なものすなわち部門に期待することは D&D 等の研究講
演発表会で多くの他の研究者や技術者の方と意見交換が
でき，交流できること，さらにはそこでの議論を基に質
の高い論文を公表できることだと思います．部門の運
営を預かる立場では，研究講演発表会が魅力的で参加
しやすいものとなるようにして多く方々の参加，発表
を促し，ひいては日本機械学会論文集（和文誌）およ
び Mechanical Engineering Journal（英文誌）への投稿
を促すことあるいは投稿を支援することになるかと思い
ます．講演会への参加，発表については，従来は講演論
文集を発行する必要があり，講演論文集に論文を発表し
たことで日本機械学会論文集に投稿できなくなるあるい
はしにくくなるという問題がありました．また企業の方
にとっては執筆が負担となる場合があったかもしれませ
ん．今回，理事会で規定が改定され，アブストラクト集
のみの発行も可となりました．D&D の場合にどうする
かは今後検討することとなりますが，大学・高専の教員
や学生および企業の技術者の皆様に多数参加いただき，
活発な議論が行われるものとなるよう検討していきたい
と思います．和文および英文の論文集については，日本
機械学会の学術誌が新しくなって 5 年が経ちました．和
文誌に関しては，本部門が関連するカテゴリ「機械力
学，計測，自動制御，ロボティクス，メカトロニクス」
へ掲載された論文の割合はこの 5 年間にわたって毎年全
体の約 30%となっており，活発な投稿が行われていま
す．上記の講演論文集の規定改定とも関連して，学術論
文のさらなる質や量の向上につながるようにしたいと思
います．英文誌に関しましては，掲載される論文数は年
によってばらつきがあり，特集号が組まれた年は多数の
論文が発表されておりますが，そうでない年も見受けら
れ，全体としてはあまり多くはない状況です．これは一
つには機械学会の英文誌が国際的評価の面で魅力的なも
のになっていないためであろうと思われます．これにつ
いては田川先生が折に触れて本部への働きかけをされて
おられます．私としましても継続的に取り組んでいきた
いと思っております．
　部門長を拝命して数か月経ったところですが，上記以
外にも検討すべき事項はいくつかあり，大変さを痛感し
ております．私としましては，これまでの部門長が蒔い
てくださった種を大きく着実に育てていき，部門が登録
者の皆様にとって魅力的なものとなるようにしていきた
いと思います．今後ともどうぞよろしくお願いいたします．

部 門 長 就 任 に 際 し て
愛知工業大学　神谷　恵輔
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昨第 96 期に機械力学・計測制御部門長を仰せつかり
昨年度末に退任いたしました . 任期中，部門幹事として
ご尽力いただいた北九州市立大学の佐々木卓実先生には
多大なご協力を頂きました．副部門長として様々なご支
援を頂戴した愛知工業大学の神谷恵輔先生（第 97 期部
門長）をはじめ部門運営委員の皆様，また常に迅速かつ
確実にご対応いただいた機械学会の本部門担当，橋口公
美氏にも，この場をお借りして心より感謝申し上げま
す．本当にありがとうございます．なお橋口さんは昨年
度末をもって部門担当を後任の上野晃太氏と交替されま
した．橋口さんのこれまでの部門への貢献に感謝すると
ともに，上野さんには今後のご協力をどうぞよろしくお
願いいたします．

さて機械力学・計測制御部門ニュース No.62（2018 年
7 月）の「部門長就任に際して」の中で，検討事項とし
て以下の 2 項目を取り上げました．

1.	 機械学会と部門の活動
2.	 国際会議・Journal 投稿
上記の「1．機械学会と部門の活動」に関連して，部

門制の改編については，現時点で当初計画されていたよ
うなドラスティックな部門再編は保留となっており，現
部門制を踏襲しつつ継続的な議論がなされているところ
です．そういう意味では「改変後も現「部門」としての
精神は引き継がれることと確信して」いると記載した当
時の状況よりも現状維持の方向にあるものと考えていま
す．ただし機械学会全体として部門活性化を推進する姿
勢は堅持しており，今後も部門のあり方について問われ
続けると思いますが，本部門としての魅力を失わず，所
属する皆様が学会・部門を通して楽しく研究活動を続け
られることが第一であると思っております．本年 8 月

末に九州大学伊都キャンパスにて開催される D&D2019
（テーマ：地球をめぐる海流のように）に是非ご参加い
ただき，そして，皆様の楽しい研究活動の成果について
のご発表，議論・意見交換の場としていただければ大変
うれしく思います．現在，開催に向けて佐々木卓実先生
を中心に現地実行委員が奮闘中です．ご参加・ご協力を
どうぞよろしくお願いいたします．

また上記「２．国際会議・Journal 投稿」に関しては従
来の国際会議の踏襲と部門協議会での若干の言及にとど
まり，部門長として貢献できたことは残念ながらありま
せん．この点について皆様にお詫びしなければならない
と思っています．力不足で申し訳ありません．ただ，個
人的には編集部会等に参加する機会が今後もあります．
Journal の国際的な影響力増大と論文投稿数の増加のため
に，折りを見て学会への働きかけは続けて参ります．引
き続きご意見をいただけるとありがたいと思います．

私の任期をふり返れば，前任である東京農工大学田川
先生（第 95 期部門長）に敷いていただいた路線の上を
比較的安全に進んできた 1 年であったと思います．無事
務められたのは冒頭に述べました皆様方のご協力は言う
までもないことですが，田川先生のご尽力に負うところ
も大きかったと思っております．ここであらためて田川
先生に感謝申し上げます．ありがとうございます．

本部門は機械学会の中で規模の大きな部門です．部門
の大きさに甘えることなく，今後も機械学会の多くの部
門の中で存在感を保ちつつ魅力ある部門としてあり続
け，またその上で他の部門，さらには他学会・諸外国の
学会等と積極的に交流し相互に影響を与え合うことで一
層進化していくことを祈念して私の退任の挨拶とさせて
いただきます．一年間どうもありがとうございます．

部門長退任のご挨拶
第 96 期部門長　雉本　信哉（九州大学）

開　催　日 名　　　　称 開　催　地
2019年 6 月 9 日～12日 The 12th Asian Control Conference (ASCC2019) 北九州国際会議場
2019年 7 月 4 日 講習会　マルチボディシステム運動学の基礎 東京大学　生産技術研究所
2019年 7 月 5 日 講習会　マルチボディシステム動力学の基礎 東京大学　生産技術研究所
2019年 8 月27日～30日 Dynamics and Design Conference 2019 九州大学 伊都キャンパス
2019年 9 月 8 日～11日 2019 年度年次大会 秋田大学
2019年 9 月12日～14日 生活生命支援医療福祉工学系学会連合大会 2019 (LIFE2019) 慶應義塾大学 日吉キャンパス

2019年10月12日 振動分野の有限要素解析講習会
（計算力学技術者 2 級認定試験対策講習会）（関西地区会場） 大阪科学技術センタービル

2019年10月19日 振動分野の有限要素解析講習会
（計算力学技術者 2 級認定試験対策講習会）（関東地区会場） 工学院大学 新宿キャンパス

2019年11月 8 日～10日 第 62 回自動制御連合講演会 札幌コンベンションセンター
2019年11月28日～29日 第 18 回評価・診断に関するシンポジウム 大阪市立大学
2019年12月 4 日～ 6 日 第 16 回「運動と振動の制御」シンポジウム (MoViC2019) 高知城ホール
2019年12月20日 講習会 納得のロータ振動解析 : 講義 +HIL 実験 日本機械学会 会議室
2020年 1 月21日～22日 講習会 回転機械の振動 日本機械学会 会議室

2020年 9 月 9 日～11日 The 15th International Conference on Motion and Vibration 
Control (MoViC2020) 朱鷺メッセ

年間カレンダー
機械力学・計測制御部門講演会等行事予定一覧
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共　　催　九州大学

協　　賛　計測自動制御学会，システム制御情報学会，
自動車技術会，情報処理学会，人工知能学
会，精密工学会，電気学会，電子情報通信学
会，土木学会，日本音響学会，日本原子力学
会，日本建築学会，日本工学教育協会，日本
航空宇宙学会，日本神経回路学会，日本ス
ポーツ産業学会，日本設計工学会，日本船舶
海洋工学会，日本鉄鋼協会，日本トライボロ
ジー学会，日本知能情報ファジィ学会，日本
フルードパワーシステム学会，日本ロボット
学会，農業食料工学会，バイオメカニズム学
会，日刊工業新聞社，日本地震工学会

開 催 日　2019年8月27日(火)～30日(金)

会　　場　九州大学 伊都キャンパス
              　　　　　 （福岡県福岡市西区元岡744）

開催主旨　Dynamics and Design Conference 2019
（D&D2019）は，「地球をめぐる海流のよう
に」を総合テーマとして，機械力学・計測制御
分野に関連したオーガナイズド・セッションの
各テーマについて研究発表を募集いたします．
今，世界各国でさまざまな格差・分断が顕在化
し，このことで多数の人が苦しんでいます．我々
が工学の分野でこのような社会問題に直接か
かわれることは多くはありませんが，海流が地
球全体を広くめぐっているように世界中の多く
の人と協力・融合することで結果として分断や
格差の解消に貢献できるのであればそれは素
晴らしいことであると思います．世界中の人々の
幸福に貢献できる工学を常に忘れることなく歩
み続けましょう．D&D2019では特別講演，懇親
会，機器展示，フォーラム，特別企画などの付随
行事も予定しております．優秀な講演発表者は，
学会（若手優秀講演フェロー賞）および当部門
（オーディエンス表彰）の規定に従って表彰さ
れます．福岡の地で多くの皆様とお目にかかれ
ること心待ちにしております．

－付随行事案内－
［v_BASEフォーラム］
　　8月27日（火）9:00～17:45
［機器・カタログ・書籍展示］
　　8月27日（火）～29日（木）　
［若手研究者&学生懇親会］
　　8月28日（水）18:30～20:00　
［特別講演］
　　8月29日（木）15:20～:16:20
　　　三谷泰浩（九州大学大学院工学研究院附属アジア
　　　防災研究センター教授，九州大学平成29年7月九州
　　　北部豪雨災害調査・復旧・復興支援団　団長）
　　　「平成29年7月九州北部豪雨災害とその後の取り
　　　組み」
［部門表彰式］
　　8月29日（木）16:20～17:00
［懇親会］
　　8月29日（木）17:20～19:00
　　会場　九州大学 ビッグダイニング
　　会費　<一般>
　　　　　事前申込：4,000円　当日申込：6,000円
　　　　　<学生・シニア> 
　　　　　事前申込：2,000円　当日申込：3,000円

－各種費用案内－
○参加登録費（講演論文集代込み，ダウンロード方式）
　<一般・正員> 
　　　　事前登録：14,000円 　 当日登録：16,000円　
　<一般・会員外>
　　　　事前登録：23,000円 　 当日登録：25,000円　
　<学生員*1・シニア*2> 
　　　　事前登録： 4,000円 　 当日登録： 5,000円　
　<一般学生*1> 　
　　　　事前登録： 6,000円 　 当日登録： 7,000円　
*1　博士後期課程の正員には学生員価格，博士後期課程

の一般学生には一般学生価格が適用されます．
*2　シニアは，常勤でなく，60歳以上の正員に限ります．
　　（自己申請，後日の返金はできません）
※D&D2019では事前登録を行います．事前登録と決済の

締め切りは8月9日(金)です．事前登録と決済をされると講
演論文集を事前にダウンロードすることができます．上記

http://www.jsme.or.jp/conference/dmcconf19
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の講演会ホームページにて事前登録サイトをご案内して
おりますので，できる限り事前登録と決済をお願いいたし
ます．

※会員外でも，協賛学会の会員の方には，相当する会員料金
（正員）を適用いたします．

○フォーラム，その他資料集
　参加者に実費販売の予定

－プログラム・講演会の詳細－
http://www.jsme.or.jp/conference/dmcconf19/　をご覧
ください．

連絡先・問い合わせ先
D&D2019実行委員会　dd2019@jsme.or.jp
実 行 委 員 長　雉本 信哉　（九州大学）
副実行委員長　神谷 恵輔　（愛知工業大学）
幹　　　　事　佐々木 卓実（北九州市立大学）

 領域・OS一覧
領域1 解析・設計の高度化と新展開
　OS1-1 機械・構造物における非線形振動とその応用
　OS1-2 振動基礎
　OS1-3 板・シェル構造の解析・設計の高度化
領域2 耐震・免震・制振・ダンピング
　OS2-1 耐震・免震・制振
　OS2-2 ダンピング

領域3 振動・騒音
　OS3-1 音響・振動
　OS3-2 サイレント工学
　OS3-3 モード解析とその応用関連技術
　OS3-4 自動車の制振・防音
　OS3-5 ソフトセンサ／アクチュエータおよびソフトメカニ
　　　　 クス
領域4 流体関連振動・ロータダイナミクス
　OS4-1 流体関連振動・音響のメカニズムと計測制御
　OS4-2 ロータダイナミクス
領域5 ヒューマン・スポーツ・バイオ工学
　OS5-1 福祉・健康工学，感性計測・設計
　OS5-2 ヒューマンダイナミクス
　OS5-3 細胞，組織，臓器のダイナミクスとその応用
領域6 スマート構造・評価診断・動的計測
　OS6-1 システムのモニタリングと診断
　OS6-2 スマート構造システム
　OS6-3 折紙の数理的バイオミメティックス的展開と産業
　　　　 への応用
　OS6-4 動的計測
領域7 ダイナミクスと制御
　OS7-1 運動と振動の制御
　OS7-2 マルチボディダイナミクス
　OS7-3 磁気浮上と磁気軸受と関連技術
領域8 工学教育
　OS8-1 大学・企業におけるダイナミクス・デザイン
　　　　 教育
領域外 ダイナミクス一般，ダイナミクスに関する新技術
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　総務委員会では，部門長のもとで部門運営を行うととも
に，今期の活動全体の企画調整を行います．今期の講習会
や講演会などの各種行事や，国内学術交流事業，および部
門登録会員への情報提供を行います．また，部門所属の研
究会の設置申請なども総務委員会にて受け付けておりま
す．緊急時においては，部門運営委員会に代わり審議を行
います．

　今年度におきましても，これまでの活動を継承しつつ，当
部門のさらなる発展と活性化に尽力する所存です．会員の
皆様におかれましては，部門主催行事へのご協力を賜りま
すようお願い申し上げるとともに，もし総務委員会の活動へ
のご意見，ご要望がございましたらぜひお知らせください．

委 員 長　高木　賢太郎（名古屋大学）
副委員長　竹原　昭一郎（上智大学）　

総務委員会からのお知らせ
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　企画委員会は，次期以降の当部門の活動を計画，企画，立案
する委員会です．委員長は次期部門長（現副部門長），幹事は
次期部門幹事候補が務めます．主な活動は，次期予算編成，講
習会の計画・企画，次期以降の部門運営に関わる立案と学術
交流活動に関わる企画立案です．
　過去５年間の部門の自己評価を行っているところです．当部
門はD&Dをはじめとする講演会にて多数の発表を集め，学会
学術誌においても，当部門分野における論文の掲載数は多く，
学術活動に大きく寄与しております．他学会とジョイントで運営
している会議，国際会議の開催は多く，韓国機械学会機械力
学・制御部門と定期的な交流を続けるなど国内外の学協会と
の交流活動も盛んです．改めて，当部門の活動が活発であるこ

とが分かりました．
　これは過去から現在に続く部門登録者の方々の熱意とご尽
力の賜物と思いますが，活動が発散してしまうリスクも持ってお
ります．さらなる発展を続けるために，これらの活動において，
共有できる情報は部門で共有し，各イベント主催者が，より戦
略的で効率的な立案ができるような環境を作りたいと思ってお
ります．
　当部門の皆様におかれましても，部門行事に対する問題意
識，または新たな企画案等をお持ちかと思います．その場合
は，ご遠慮なく企画委員会へご提案して頂けると助かります．
皆様の力で，より良い部門にしていきたいと思っております．

　委員長　中野　公彦　（東京大学）
　幹　事　竹原　昭一郎（上智大学）

企画委員会からのお知らせ

　機械力学・計測制御部門に関連する現在募集中・募集予
定の各賞についてお知らせいたします．当部門では，下記日
程（予定）でフェロー候補者の部門推薦対象者および，部門
関連各賞の受賞候補者を募集しております．募集の詳細は
機械学会インフォメーションメールにて随時ご案内申し上げ
ております．多数のご応募をお待ちしております．
●日本機械学会フェロー
　（選考委員会への部門推薦対象者）
　部門の公募締切：2019年8月6日（火）

●部門賞・部門一般表彰
　部門賞
　　部門功績賞，部門国際賞，学術業績賞，
　　技術業績賞，パイオニア賞
　部門一般表彰
　　部門貢献表彰
　募集予定期間：2019年10月中旬〜12月中旬
　表彰時期・場所：D&D2020会期中を予定

委 員 長　射場　大輔（京都工芸繊維大学）
副委員長　新谷　篤彦（大阪府立大学）

表彰委員会からのお知らせ　－令和元年度の公募について－

　第97期広報委員会では，例年通り，ニュースレターを年2回
（8月，3月）発行，部門ホームページの適宜更新，会誌2019
年の年鑑の執筆依頼，インフォメーションメールの配信依頼
への対応，英語版部門HPの充実化（英語版v_BASEを含
む）を中心に活動し，引き続き部門登録者への有益な情報
提供に努めます．
　昨年度はニュースレター特集記事の英文翻訳版および英
語版部門HPの充実化に取り組みました．なお英文特集記
事はホームページ上のCutting-edge Research from DMC 
Divisionに掲載されております．今年度はその効果・反響を

検証しつつ，特集記事英文翻訳版の掲載記事数の拡充を
進めたいと考えております．また，当部門英語版HPの充実
化に関して，他部門の状況を参考に，継続して広報委員会お
よび運営委員の皆様と検討し，今後の方向性を定めたいと
考えています．
　ニュースレターでは特集記事，後輩へのメッセージ，在外
研究報告などを継続して紹介したいと思います．部門登録
者の皆様で取り上げるべきトピックなど，ご意見ございまし
たら広報委員会までご連絡いただければ幸いです．引き続
きご協力のほどよろしくお願い申しあげます．

委 員 長　安藝　雅彦（日本大）　
副委員長　松岡　太一（明治大学）

　　委員(v_BASE担当)　矢部　一明（東洋エンジニアリング）

広報委員会からのお知らせ
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　2019年5月30日～31日に，韓国・ソウルのImperial Palace 
Hotelにおいて，第6回KSME-JSMEダイナミクスと制御に
関するジョイントシンポジウム（The 6th Japan-Korea Joint 
Symposium on Dynamics & Control）を開催しました．
　2008年に，本会機械力学・計測制御部門と韓国機械学
会機械力学・制御部門の間で部門交流協定が締結されま
した．この協定では，日韓両国が交代に2年に一度（すなわ
ち，それぞれの国では4年に一度），部門講演会に併催の形
で「ジョイントシンポジウム」を開催し，両国の研究者・学生
の学術的・人的交流を行うことを定めております．第1回の

シンポジウムは2009年8月に札幌で開催され，以降第2回は
2011年5月に韓国・釜山，第3回は2013年8月に福岡，第4回は
2015年5月に韓国・釜山，第5回は2017年8月に豊橋で開催さ
れました．なお，日本で開催されるときは Japan-Korea Joint 
Symposium ，韓国で開催されるときは Korea-Japan Joint 
Symposiumとしております．今回のシンポジウムでは，韓国か
ら22件，日本から19件，合計41件の講演発表がありました．
開催に当たり，機械力学・計測制御部門の関係の皆様に，多
大なご協力をいただきました．厚く御礼申し上げます．

委 員 長　伊勢　智彦（近畿大）　　
副委員長　菅原　佳城（青山学院大）

国際交流委員会からのお知らせ

　今年度も日本機械学会「計算力学技術者」認定事業に
おいて「振動分野の有限要素法解析技術者」の認定試験

（初級・2 級・1 級・上級アナリスト）が行われます．
振動分野の解析に携わっていらっしゃる方，あるいはこ
の分野に興味をお持ちの方をはじめ，多くの方にぜひ受
験をご検討くださいますようお願い申し上げます．
　1級および2級認定試験は下記要領にて行われます．初
級については，公認技能講習会を受講し，必要な書類を
提出すれば認定されます．振動分野のCAEをこれから
始めてみようという方にお勧めいたします．上級アナリ
スト試験については，今年度の申込は終了いたしました
が，すでに1級の資格をお持ちの方，あるいは今年度1級
の資格取得を目指しておられる方には，来年度はぜひ上
級アナリスト試験の受験をご検討くださいますようお願
い申し上げます．上級アナリストの申し込みは例年6月
となっております．

　試験の詳細につきましては日本機械学会ホームページ
（https://www.jsme.or.jp/cee）上にてご確認下さい.

1・2級試験実施日：2019年12月7日（土）
試験申込：2019年 8 月 1 日（木）~ 8 月16日（金）
試験会場：関東地区会場（東京工業大学大岡山キャンパス）,

東海地区会場（名古屋大学東山キャンパス），
関西地区会場（近畿大学東大阪キャンパス），
九州地区（リファレンス駅東ビル）
※九州地区会場は2級試験のみの実施です．他
会場は1級および2級の試験を実施します．

また振動分野の計算力学技術者2級認定試験対策講
習会を，関東地区は工学院大学新宿キャンパスにて10月19
日（土）に, 関西地区は大阪科学技術センタービルにて10月
12日（土）に実施いたします．こちらもぜひご参加下さい.

委員長　松村　雄一（岐阜大）
資格認定委員会からのお知らせ

企　画：機械力学・計測制御部門
趣　旨：開発，設計の高効率化のためにＣＡＥの果たす

役割はますます大きくなっています．この講習
会では日本機械学会「計算力学技術者」認定事
業において実施される計算力学技術者2級（振
動分野の有限要素法解析技術者）認定試験受験
者を主たる対象に，振動工学の基礎知識および
有限要素法の基礎知識を解説し，演習問題を通
して理解を深めます．計算力学を業務とされて
いる方，あるいはこれから計算力学技術者を目
指す方の中で，特に振動解析にも携わられる方
におかれましては，奮ってご参加くださいます
ようご案内申し上げます．下記の2行事の中か
らご都合の良い日程，地区をお選びいただき，
お申し込み下さい．各地区の講習は同一のテキ
ストで行います．

開催日・開催地区
１．関東地区No.19-331　2019年10月19日（土）
　　定員70名（申込み先着順）

工学院大学 新宿キャンパス6階A0656講義室
２．関西地区No.19-330　2019年10月12日（土）
　　定員60名（申込み先着順）
　　大阪科学技術センタービル4階403号室
聴講料（教材含む）：

会　員 11,000円, 会員外　 15,000円
学生員   5,000円, 一般学生   6,000円

申込方法：本会イベント情報に掲載されている申込方法
　　の詳細を下記HPからご確認下さい．

https://www.jsme.or.jp/event/19-330/
https://www.jsme.or.jp/event/19-331/ 

問合せ先：一般社団法人日本機械学会（担当職員：上野晃太）
　　電話（03）5360-3505／E-mail:ueno@jsme.or.jp

振動分野の有限要素解析講習会
（計算力学技術者2級認定試験対策講習会）

No.19-330，331

神谷部門長による挨拶 両国参加教員による集合写真
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日本機械学会機械力学・計測制御部門
〒160-0016 東京都新宿区信濃町35番地

信濃町煉瓦館５階
電話 03-5360-3500
FAX 03-5360-3508

編集責任者　安藝　雅彦（日本大学）
編 集 委 員　松岡　太一（明治大学）

部門ホームページ：https://www.jsme.or.jp/dmc/
発　行　日　2019年7月31日

編集室

2019年度（第97期）機械力学・計測制御部門　運営委員
部門長
副部門長
幹事
運営委員会委員

常設委員会
総務委員会
委員長
副委員長
企画委員会
委員長
幹事
広報委員会
委員長
副委員長
委員
表彰委員会
委員長
副委員長
国際交流委員会
委員長
副委員長
資格認定委員会
委員長

神谷 恵輔
中野 公彦
高木 賢太郎
青山 茂一
安藝 雅彦
浅沼 春彦
荒川 淳
飯島 唯司
池田 生馬
伊勢 智彦
射場 大輔
内田 浩二
小池 関也
小林 こずえ
笹倉 実
嶋崎 守
新谷 篤彦
菅原 佳城
鈴木 篤史
田口 敏彰
竹原 昭一郎
中島 明
林 健太郎
林 隆三
原 謙介
広岡 栄子
藤田 活秀
盆子原 康博
本田 善久
槙原 幹十朗
松岡 太一
松村 雄一
松本 大樹
村上 新
山口 誉夫
山本 崇史

高木 賢太郎
竹原 昭一郎

中野 公彦
竹原 昭一郎

安藝 雅彦
松岡 太一
矢部 一明

射場 大輔
新谷 篤彦

伊勢 智彦
菅原 佳城

松村 雄一

　毎年ご好評を頂いている部門主催講習会を今年も随
時開催致します．年度前半には，すでに5月27日（月）～28
日（火）に開催された「振動モード解析実用入門－実習
付き－」に始まり，今後「マルチボディシステム運動学の基
礎（7月4日（木））」，「マルチボディシステム動力学の基
礎（7月5日（金））」が開催予定です．年度後半には，まず
「振動分野の有限要素解析講習会（計算力学技術者2級
認定試験対策講習会）（関西地区：10月12日（土），関東
地区：10月19日（土））」が，続いて「納得のロータ振動解

析：講義＋HIL実験（12月20日（金））」，「回転機械の振
動（1月21日（火），22日（水））」が開催予定です．また他
にも講習会を企画中です．会員の皆様におかれましては，
各講習会にご参加頂きますよう，また，周りの方へ参加を
呼びかけて頂きますよう宜しくお願い申し上げます．
　今期の講習会実施については総務委員会が担当し，次
期以降の企画については企画委員会が担当いたします．
講習会についてご意見やご要望がございましたらお知らせ
ください．

　総務委員会　委員長　髙木　賢太郎（名古屋大学）
企画委員会　委員長　中野　公彦　（東京大学）

部門主催講習会情報
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